
史跡下寺尾官衙遺跡群および下寺尾西方遺跡確認調査について 

 

１ 基礎情報（第１図） 

 (1) 文化財の種類：国指定史跡 

 (2) 名称：下寺尾官衙遺跡群、下寺尾西方遺跡 

 (3) 所在：茅ヶ崎市下寺尾５４９番２ほか 

２ 令和６年度史跡確認調査案 

 (1) 調査予定地（第２図） 

  下寺尾字西方５０５番２、５０６番２、５０７番１、５０８番１ 

 (2) 調査予定面積 

  約６７０㎡の敷地のうち、約１６０㎡ 

 (3) 調査の主な目的 

 ・弥生時代環濠集落関連遺構・遺物の確認 

・台地西側の官衙関連遺構・遺物の確認 

  ・官衙直前（古墳時代後期）、直後（平安～中世）の遺構・遺物の確認 

  ・他時代（縄文時代、近世、近現代）の遺跡状況確認 

３ 調査期間 

  令和６年１１月２１日（木）～３月１４日（金）（埋め戻し・撤収を含む） 

４ 調査体制案  

 調査主体 茅ヶ崎市教育委員会 

 調査協力 神奈川県教育委員会 

調査支援 株式会社カナコー 

調査指導 茅ヶ崎市文化財保護審議会 下寺尾遺跡群等保存・活用部会 

       文化庁 

５ 公開活用の方法 

・令和７年１月２５日（土）に現地見学会を実施する方向で調整中 

６ 調査の方法 

 ・客土まで機械掘削し、その下は人力掘削 

 ・近世から順に遺構確認し、近世までは記録保存（Ⅰ－１、－２層） 

 ・古代面で検出状況を調査・検討（Ⅱ層中） 

 ・必要最小限の範囲について弥生面を調査・検討 

令和６年１１月９日 

茅ヶ崎市文化財保護審議会 

下寺尾遺跡群等保存・活用部会 

資料２ 



 
第１図 茅ヶ崎市内における国指定史跡の位置 



 

 

 

  

作業範囲（調査地・置

場・事務所等を含む） 

作業範囲（調査地・置

場・事務所等を含む） 

第２図 周辺の調査地点と作業範囲 

第３図 史跡下寺尾西方遺跡関連遺構分布と作業範囲 



 

 

 

 

1
8
ｍ
 

第５図 作業範囲及び調査区配置 
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残土置場 

作業範囲（調査地・置

場・事務所等を含む） 

作業範囲 

第４図 史跡下寺尾官衙遺跡群関連遺構分布と作業範囲 
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第６図 確認調査地点と西方 A遺跡第１次調査地点 

第７図 ３区西側落ち込み 


